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眼鏡型網膜走査ディスプレイ

産業技術総合研究所 ニュースリリースより QDレーザ パンフレットより

研究開発の背景と目的

●フォーカス・フリー いつも鮮明な画像が得られる。

●投影場所の制御可 ロービジョン（弱視）用視覚支援が可。
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光学エンジン概観図

3原色レーザ
チップ

3原色合波器
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搭載マウント
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コイル

組み立てた光学エンジンプロトタイプ

●レーザ投影用超小型光学エンジンプロトタイプの作製
第２次試作サイズ：12×4.5×3.6 mm (0.19 cc)
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合波器

半導体
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金属台座

三原色光源とMEMSミラーの集積化
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光学エンジンのパッケージ化と眼鏡への搭載

眼鏡型ディスプレイへの光学エンジンの搭載

めがねグラス光学エンジン

瞳孔

反射板

めがね
フレーム

レーザビーム 映像生成のイメージ
パッケージ ミテネインターネット制作PVより
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波及効果創出への取り組み

様々な分野への
応用

産業用MRビジョン
（マニュアル投影、
点検用、危険予知

医療用MRビジョン
（情報表示、手術補助）

エンターテイメン
ト用
（映画、ゲーム、観光、
コンテンツ産業）

車載用MRビジョン
（計器、カーナビ）

ロービジョンケア
眼鏡（視覚補助）

従来補助眼鏡 本方式による眼鏡

ミテネインターネット制作PVより


